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　鎌倉市議会では、平成19年９月定例会か
ら始めた本会議のインターネット中継に引き
続き、今回の定例会から、各常任委員会及び
決算等審査特別委員会についても中継を開始
しました（録画映像も見ることができます）。
　市議会における実
質的な審査の場であ
る各常任委員会や特
別委員会を、ご覧く
ださい。

し
ま
し
た
。

◎
委
託
料
請
求
事
件
へ
の
独
立
当

事
者
参
加

　
平
成
二
十
一
年
度
の
六
月
十
五

日
号
以
降
分
の「
広
報
か
ま
く
ら・

か
ま
く
ら
議
会
だ
よ
り
・
こ
ど
も

版
広
報
か
ま
く
ら
」
配
布
委
託
業

務
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
ア
ベ
エ

キ
ス
プ
レ
ス
と
契
約
を
締
結
し
ま

し
た
が
、
業
務
を
適
切
に
履
行
し

な
い
た
め
、
同
年
九
月
八
日
に
本

契
約
の
解
除
を
通
知
し
、
同
年
十

月
十
五
日
に
、
本
市
が
被
っ
た
損

害
の
賠
償
請
求
を
同
社
に
行
っ
た

と
こ
ろ
現
在
に
至
る
ま
で
支
払
い

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
同
社
は
、
広
報
紙
等
の

配
布
業
務
を
実
質
的
に
行
っ
て
い

た
下
請
業
者
か
ら
、
平
成
二
十
一

年
八
月
十
五
日
号
と
九
月
一
日
号

の
分
の
委
託
料
の
支
払
い
を
求
め

る
訴
訟
を
本
年
四
月
八
日
に
提
起

さ
れ
、委
託
料
請
求
事
件
と
し
て
、

現
在
横
浜
地
方
裁
判
所
で
裁
判
が

行
わ
れ
て
お
り
、当
該
裁
判
で
は
、

本
市
が
同
社
に
対
し
請
求
し
て
い

る
損
害
賠
償
の
存
否
及
び
金
額
が

重
要
な
争
点
と
な
る
と
し
て
、
同

社
か
ら
本
市
に
対
し
、
本
年
六
月

十
七
日
付
で
訴
訟
告
知
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
市
が
同
社
に
求
め
て
い
る
損

害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
告
知

を
受
け
た
裁
判
の
結
果
に
よ
っ
て

は
、
権
利
を
喪
失
す
る
可
能
性
も

あ
り
、
市
の
権
利
を
喪
失
さ
せ
な

い
た
め
、
株
式
会
社
ア
ベ
エ
キ
ス

プ
レ
ス
を
相
手
方
と
し
て
、
裁
判

で
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
と

し
、
当
該
裁
判
に
独
立
当
事
者
参

加
の
申
し
出
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定

　
鎌
倉
芸
術
館
の
指
定
管
理
者

を
、
サ
ン
ト
リ
ー
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
、
共
同
事
業

体
代
表
者
（
サ
ン
ト
リ
ー
パ
ブ
リ

シ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
）
に

指
定
す
る
も
の
で
、指
定
期
間
は
、

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
五
年
間
で
す
。

　
一
部
の
委
員
か
ら
「
選
定
委
員

会
の
審
査
方
法
は
公
正
・
公
平
性

を
担
保
し
、
だ
れ
が
見
て
も
納
得

で
き
る
形
に
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
」「
文
化
行
政
の
長
期
的
発
展

の
た
め
に
は
、専
門
職
員
の
育
成
、

事
業
の
継
続
性
、
安
定
性
の
観
点

か
ら
、
数
年
ご
と
に
管
理
運
営
主

体
が
か
わ
る
現
在
の
や
り
方
は
再

検
討
す
べ
き
余
地
が
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
施
設
の
運
営
は
一
定
の
公

的
な
体
制
が
担
保
さ
れ
た
事
業
体

が
担
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
」
か
ら
、
反
対
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
が
、
議
会
で
は
、
多
数

の
賛
成
に
よ
り
、
原
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

◎
岩
瀬
下
関
地
区
防
災
公
園
街
区

整
備
事
業
の
事
業
区
域
に
お
け
る

公
園
事
業
の
直
接
施
行
の
同
意

　
岩
瀬
下
関
青
少
年
広
場
に
つ
い

て
、
土
地
所
有
者
か
ら
の
返
還
要

求
に
対
し
、
広
場
と
し
て
存
続
さ

せ
る
た
め
に
、
市
が
公
園
と
し
て

公
有
地
化
を
図
る
事
業
手
法
と
し

て
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
が
実
施
す
る
防
災
公
園
街
区
整

備
事
業
に
よ
り
、
防
災
公
園
と
し

て
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　
同
機
構
か
ら
、
当
事
業
を
市
に

か
わ
っ
て
実
施
す
る
た
め
の
直
接

施
行
の
同
意
申
請
が
提
出
さ
れ
た

た
め
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
岩
瀬

下
関
地
区
防
災
公
園
街
区
整
備
事

業
の
事
業
区
域
に
お
け
る
公
園
事

業
に
つ
い
て
同
機
構
に
よ
る
直
接

施
行
に
同
意
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
鎌
倉
市
奨
学
基
金
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
本
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
高
等

学
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
に
伴

い
、
廃
止
し
た
鎌
倉
市
教
育
委
員

会
奨
学
金
制
度
に
か
わ
り
、
新
た

に
高
等
学
校
等
へ
の
就
学
が
困
難

な
生
徒
の
保
護
者
へ
就
学
援
助
金

を
支
給
す
る
制
度
を
創
設
す
る
に

当
た
り
、
奨
学
基
金
を
新
た
な
制

度
の
原
資
と
し
て
活
用
す
る
た

め
、
条
例
の
名
称
を
、
鎌
倉
市
就

学
援
助
基
金
条
例
に
改
め
る
な
ど

規
定
の
整
備
を
す
る
も
の
で
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

　
次
の
方
の
推
薦
に
つ
い
て
の
議

案
に
同
意
し
ま
し
た
。

吉
村
　
信
彦
氏
（
笹
目
町
在
住)

小
山
　
昌
幸
氏
（
材
木
座
在
住
）

　
今
定
例
会
で
可
決
し
た
議
案
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
平
成
二
十
二
年
度
鎌
倉
市
一
般

会
計
補
正
予
算
に
関
す
る
専
決
処

分
の
承
認

　
特
に
緊
急
を
要
し
、
議
会
を
招

集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た

た
め
、専
決
処
分
を
し
た
も
の
で
、

第
一
小
学
校
体
育
館
の
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
建
材
を
除
去
す
る
た
め
の

改
修
工
事
費
の
追
加
を
す
る
と
と

も
に
繰
越
金
の
追
加
及
び
継
続
費

の
補
正
を
行
っ
た
も
の
で
、
歳
入

歳
出
と
も
二
千
九
百
九
十
万
円
の

追
加
を
し
た
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
に
よ
り
承
認

　
樹
齢
千
年
と
も
言
わ
れ
る
八
幡

様
の
大
銀
杏
が
倒
壊
し
て
約
七
カ

月
余
り
が
経
ち
ま
し
た
。そ
の
日
、

人
の
い
な
い
、
雪
混
じ
り
の
冷
た

い
風
の
中
に
息
を
殺
す
よ
う
に
長

い
歴
史
を
耐
え
忍
ん
で
生
涯
を
閉

じ
た
大
銀
杏
に
、
哀
惜
の
念
を
誰

も
が
抱
き
ま
し
た
。こ
の
悲
話
は
、

ま
さ
に
鎌
倉
武
士
の
死
に
ざ
ま
の

よ
う
で
、
鎌
倉
の
歴
史
を
顧
み
る

よ
う
に
、「
古
き
を
た
ず
ね
」
と

い
う
風
潮
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
願
い
が
か
な
っ
て
「
蘖
」（
ひ

こ
ば
え
）
が
芽
吹
き
、
誰
も
が
こ

の
奇
跡
的
な
出
来
事
に
胸
を
う
た

れ
感
動
し
、
未
来
に
向
か
っ
て
希

望
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
は
、「
新
し
き

を
知
る
」
よ
う
に
、
山
崎
バ
イ
オ

マ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
新
事
業
の
い

か
ん
が
論
議
と
な
り
、
市
長
は
三

カ
月
後
に
最
終
決
定
す
る
と
公
言

さ
れ
ま
し
た
。「
蘖
」
の
命
の
よ

う
に
未
来
に
希
望
が
開
け
る
結
論

が
出
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

�

（
渡
邊
　
昌
一
郎
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委
員
長
　
中
村
聡
一
郎

　
副
委
員
長
　
渡
邊
昌
一
郎

　
委
　
　
員
　
安
川
　
健
人

　
委
　
　
員
　
西
岡
　
幸
子

　
委
　
　
員
　
飯
野
　
眞
毅

　
委
　
　
員
　
太
田
　
治
代

　
委
　
　
員
　
高
野
　
洋
一

編
集
後
記
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　本会議・委員会の中継は、市議会ホー
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ら生中継及び録画映像を見ることがで
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　そのほか、本会議・委員会の日程の
お知らせや市議会議員の紹介、議会の
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ますので、どうぞご利用ください。

本会議・委員会映像、公開中です!
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今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平

成
二
十
一
年
度
の
一
般
会
計
及
び

七
特
別
会
計
決
算
の
認
定
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
審
査
・
委
員
会
採
決
を
行
う

　
議
会
は
、
九
月
六
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
十
名
か
ら
な
る
平
成
二

十
一
年
度
鎌
倉
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
等
審
査
特
別
委
員
会

（
以
下「
特
別
委
員
会
」と
い
う
）

を
設
置
し
、
こ
れ
ら
の
審
査
を
付

託
し
ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
で
は
、
九
月
十
三

日
か
ら
十
五
日
ま
で
担
当
部
課
へ

質
疑
を
行
っ
た
後
、
十
六
日
に
は

市
長
に
出
席
を
求
め
、
重
要
な
問

題
に
つ
い
て
、
そ
の
見
解
を
た
だ

す
な
ど
、
四
日
間
に
わ
た
っ
て
、

予
算
審
査
に
お
け
る
議
会
の
指
摘

事
項
が
ど
う
反
映
さ
れ
た
か
、
第

三
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
・
第
二
期

基
本
計
画
・
中
期
実
施
計
画
の
諸

施
策
が
ど
う
遂
行
さ
れ
た
か
な
ど

の
点
を
中
心
に
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
審
査
後
採
決
を
行
い
、
一
般
会

計
決
算
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
決
算
を
多
数
の
賛
成

に
よ
り
認
定
、
下
水
道
事
業
、
大

船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業
、

国
民
健
康
保
険
事
業
、
老
人
保
健

医
療
事
業
、
公
共
用
地
先
行
取
得

事
業
及
び
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
決
算
を
総
員
の
賛
成
に
よ
り
認

定
し
ま
し
た
。
　
　

本
会
議
に
お
い
て
決
算
特
別
委
員
長

か
ら
の
審
査
結
果
の
報
告
・
討
論
・

採
決
を
行
う

　
九
月
二
十
四
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
決
算
特
別
委
員
長
か
ら
、

特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果
が
報

平
成
21
年
度
決
算
を
審
査

決算等審査特別委員会審査風景

告
さ
れ
、
待
機
児
童
対
策
に
つ
い

て
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
求
め
る

旨
の
意
見
及
び
学
校
の
管
理
諸
室

の
空
調
設
備
に
つ
い
て
、
早
急
な

整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
求
め
る
旨
の
意
見
が
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
委
員
長
報
告
の
後
、
四
会
派
か

ら
、
討
論
と
し
て
、
決
算
議
案
に

対
す
る
賛
否
の
意
見
が
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
採
決
を
行
い
、
特
別

委
員
会
の
結
果
と
同
様
に
、
一
般

会
計
決
算
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
決
算
を
多
数
の
賛

成
に
よ
り
認
定
、
下
水
道
事
業
、

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事

業
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
老
人

保
健
医
療
事
業
、
公
共
用
地
先
行

取
得
事
業
及
び
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
決
算
を
総
員
の
賛
成
に
よ

り
認
定
し
ま
し
た
。

委 員 長 池　田　　　実 
( 鎌倉みらい）

副委員長 吉　岡　和　江 
（日本共産党鎌倉市議会議員団）

委 員

安　川　健　人 
（鎌倉無所属の会）
石　川　敦　子 

（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）
飯　野　眞　毅 
( 民主党鎌倉市議会議員団）
久　坂　くにえ 

（新・かまくら民主の会）
渡　邊　昌一郎 
( 鎌倉みらい）
納　所　輝　次 

（公明党鎌倉市議会議員団）
三　宅　真　里 

（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）
高　野　洋　一 

（日本共産党鎌倉市議会議員団）

決算等審査特別委員会委員

鎌倉芸術館外観

議決された
主な議案
議決された
主な議案


